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学校教育における現代的課題としての ｢暴力｣に関する一考察
一教育と ｢暴力｣の関係に関する分析枠組みの比較を中心に-
尾島 卓
社会問題としての子ども･青年の暴力は,近年,新たな局面を迎えている｡本研究は,こ
れら ｢暴力｣が学校教育における現代的課題であることを,以下の論考を通じて論証するこ
とを目的としている｡まず第 1に, ドイツとわが国における理論的枠組みの比較検討を通し
て,1990年代までの両国における暴力把握のあり方の共通点を明確にする｡次に,90年代
以降わが国において急速に拡大したサブカルチャーの影響と子ども ･青年の暴力の関係を検
討する｡これらの結果から,わが国における子ども･青年における ｢暴力｣の捉え方を見直
すことを通して,主体形成の新たな疎外形態として暴力を捉え直す｡
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はじめに 問題の所在と研究の方法
人手出来る限りの先行研究および論考を散見した
限り,我が国とドイツにおける子ども･青年の暴力
行為の状況及びその把握のされ方には,次の3つの
共通点がある｡
まず第1は,子ども･青年の生活世界における暴
力の裾野の拡大である｡彼らの暴力現象を端的に表
現 し,報道レトリックとして用いられる統計資料を
参照すると,両国に共通して,少年犯罪は漸増傾向
を示している1'｡
このような,量の拡大の質的転化として注目され
るべき第2の特徴が ｢犯罪の凶悪化｣である｡我が
国の場合,1997年 (平成 9年)及び2000年 (平成
12年)におきた一連の ｢凶悪｣少年犯罪は,子ど
も･青年の生活世界における暴力の深刻さを多くの
人々に印象づけた｡また,その結果として,刑罰の
年齢引き下げおよび厳罰化を争点とした ｢改正｣少
年法 (2000年)を容認する世論が醸成されたので
あるZJ｡ ドイツにおいても,肉体に障害を残す暴力
や年金生活者や移民などの弱者を標的とした残忍な
行為に,先行世代は奇異さを隠しきれない 3'｡
さらに第3の特徴としては,｢フツウの子のいき
なり｣型暴力があげられる｡土井が指摘するような
｢初発の犯行は軽微なものい｣で,その後 ｢凶悪化｣
するという子ども･青年の暴力の変化に対する我々
のもつイメージは,例えばギムナジウムにおける凄
惨な殺人事件 5)などが報道されるドイツにおいても
過去のものとなりつつある｡
このように新たな局面に突入した彼らの暴力を読
み解く枠組みは,果たして従来の非行問題で用いら
れたもので十分なものであろうか｡これのことを関
心の出発点として,彼らの暴力が学校教育の現代的
な課題となるかどうかを,本研究では検討するOな
お,方法論としては, ドイツと日本における教育と
暴力との関係を読み解 く枠組みの比較を用いる｡
第 1章 1990年代 までの子 ども ･青年の暴力の
｢解釈｣における日本とドイツの共通点
盈⊥節 家庭におけるライフスタ/_ルの変化と暴力
_V)Ji鎖
ドイツにおける暴力議論で頻繁に参照される
Gerd-BodoReinertとHelmutWehrの主張では,学
校教育で問題とされてきた授業妨害が,教師や仲間
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尾島
への挑発と再定義され,ポストモダン社会の到来に
起因する ｢集中力及び動機付けの低さ｣であるこの
挑発の延長において暴力が分析されている｡
とりわけ,｢一人親家庭｣｢代替家族｣などの増大
を主な特徴とする現代 ドイツ社会では,家族の持つ
社会化機能及び社会への仲介機関としての潜在的機
能が破壊された結果として,｢暴力｣が拡大してい
る6'｡
ドイツにおけるこのような指摘は,89年1月に
我が国において,その全貌が明らかになった ｢女子
高生監禁殺人事件｣の加害者少年たちの暴力を ｢家
庭の病理｣と｢自己暴力的なグループへの帰属意識｣
から解釈しようとする,我が国における枠組みとも
一致する7)｡なぜなら,加害者少年たちは様々な形
での ｢父親不在｣家庭に育っていると指摘されてい
るからだ｡自宅を被害女性の監禁場所として提供し
た加害者少年Cの家庭の場合,｢決められた仕事を
していない｣ことを根拠に,少年Cは,父親から度
重なる暴力を受けている｡また,犯行の中心となっ
た少年Aにいたっては,子育てを一人で背負い込む
母親の体罰と過保護の ｢二面性｣にさいなまれ続け
ていた8'｡
このように,事実上家族関係が不安定な家庭で育
った加害者少年4人には,Reinertらが指摘するよ
うな ｢暴力に平気になる｡)｣習慣と否定的な自己感
情が形成され,彼らのグループ内および被害者女性
に対する暴行へと暴力が連鎖していったと分析する
ことができるのである｡
豊国とした暴力の拡大
｢学歴社会の勝者｣を望む親世代と ｢大多数の一
員｣を望む子ども世代のあいだの世代間葛藤の先鋭
化が進むポストモダン社会を迎えた90年代 ドイツ
社会では,人間関係や社会的規範の伝統からの解放
と自己暴力的な仲間づくりが同時に進行すると言わ
れている⊥o)｡青年による ｢結社 (clique)l)｣が増
加するドイツの状況は,様々な理由から高校を ｢中
退｣し,中学校卒業以降の人生設計を困難にさせら
れた ｢女子高生監禁殺人事件｣の加害者グループを
連想さる｡
なぜなら,このような結社に属し家族関係に背を
向ける子ども･青年が,｢極端なスリル｣を介した
｢自立｣すなわち,自分の限界を何らかの形で越え
ることで ｢自分つくり｣を行うというドイツの分析
枠組みが,被害者女性の死亡前日の暴力を紡沸させ
るからだ｡
早
｢A君やB君に,"なぜ,おまえ殴らないんだ'と
言われるのが怖くて,女子高生を殴ったんです ｣2-｣
と当時を振り返る加害者少年のコメントからは,こ
こでの暴力が,行為の限界を試みるだけのものだと
いうことが読み取れる｡｢ウケ｣をねらう加害者少
年B,C,Dにもリーダーの立場を誇示する少年A
にとっても,被害者女性は意味ある他者とは受け取
られていないo
Gerd-BodoReinertとHelmutWehrが指摘するよ
うに,自分の生命や感情 ･身体に対するリアリティ
の喪失,及び,本来であれば文脈をもって受け取ら
れるはずの意識外の世界に対する創造的興味を失っ
ていく過程を通じて,意識化されない暴力水準の低下
が生じる事例をして,この事件は把握されうるのだ｡
第 3節 子ども･青年の暴力水準の低下と社会変化
の Tlil:lil
本章第2節及び第3節で描写した2つの要因を更
に促進するものが,ポストモダン社会の特徴として
のレジャー化すなわち消費文化社会化であるO レジ
ャー化が進行するなかで,青年 ･子どもの ｢心理的
なエネルギーは､家族や学校といった社会化エージ
ェントから同世代とともに過ごす余暇時間へと向き
を変える｡楽しさとにぎやかさが人生の中心テーマ
となるのである｡13)｣
青年中心主義 (Jungendzentrismus)と命名され
る社会から自らを絶縁するこのような90年代 ドイ
ツにおける青年のラフスタイルは,音楽や宗教など
の ｢系｣の細分化される活動分野で出会う仲間以外
の例えば両親など身近な他者にすら自分にとっての
意味を兄いださせない態度をつくりだす｡
｢女子高生監禁殺人事件｣の加害少年たちがそう
であってように,とりわけ就労による社会参加が困
難となるポストモダン社会では,多かれ少なかれ,
自らの成長後の世界に対する見通しをもてない状況
に子ども･若者は追い込まれる｡ドイツにしろ我が
国にしろ幼い頃から自由な消費者として育つ彼ら
に,マスメディアや商品を介して提供されるもの一
例えば上述の加害少年たちにとってはポルノだった
のだが1`1)-は,生産的活動へと刺激する活性化さ
れた陶酔ではなく,単純な陶酔の繰り返しを引き起
こす興奮でしかない｡
ドイツにおいては外国人居住区に向かって焼夷剤
を投げることは ｢焼却処分 (Abfackeln)｣と呼ばれ
ている15'｡学校と社会から落ちこぼされ ｢時間の過
ごし方がわからず､その受け皿がポルノだった｣加
害者少年のとった非倫理的な行為は,｢マキャベリ
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のように目的主義的に計算することが,情緒的に他
者と共同で考えることや一緒に感じることを埋め合
わせる16､｣というドイツの議論における指摘を坊沸
させるものである｡
我が国の凄惨な事件の加害少年たちは,｢限界を
超えようとする自分｣と ｢意識外の世界に対する興
味のなさ｣という極端にバランスの悪い現実世界の
住人だった｡周辺にいる隣人としての意味を兄いだ
せないがゆえに,彼らは41日間にも及ぶ監禁のあ
いだに被害者女性 (当時17歳)に対し精神的肉体
的な暴力を与えることができたのであろう｡
第2章 若者を取り囲む文化状況の変化を視点とし
た ｢暴力｣解釈
塵_土_盈 1990年代以降魁 LL監左1
盤腰姐 遠点
Gerd-BodoReinertとHelmutWehrのドイツにお
ける暴力の解釈は,E･フロムの人格理論とりわけ
慢性的な退屈と密の発生過程を土台としている｡こ
の解釈の枠組みに,我が国の凄惨な少年犯罪の解釈
を重ね合わせてみると,ポストモダン社会において
この発生過程をさらに加速させるものは,メディア
や商品であることが浮き彫りとなった｡これらを介
して提供される ｢興奮｣は,フロム理論で人間を生
産的活動に活性化させると把握されている ｢刺激｣
にとって変わることがないため,ニコチンと同様に,
退屈と密は若者に慢性的なものとなる｡
ドイツと比較した場合,上で指摘したような子ど
も･青年の人格形成に与えるメディアや商品の影響
は,我が国において以下に挙げた三つの根拠から改
めて注目を払うべきである｡
①メディア ･商品が単に ｢興奮｣だけでなく,坐
き方の ｢マニュアル｣をも流通している｡
②メディア･商品は子ども･青年の逃避場所とし
ての仲間づくりの起点となりながらも,他方,
そこで他者を消去する内容と仕組みを有してい
る｡
③メディア ･商品を介して成立する｢親密圏｣が,
肉体的 ･精神的 ｢限界｣の確認を行う場となる
一一万で,その限界をも超えて ｢強い自分｣像を
追求するところとなること｡
我が国において生産され流通する商品及びメディ
アのうち,子ども･青年に対して絶大な影響力をも
つものが,｢サブカルチャー｣だと言われている｡
本章以下の節では,この具体的事例としての ｢オウ
ム真理教事件｣における暴力の素描を通して上記①
～③までの根拠について詳論を展開したい｡
監且節 文化状況の変化による子ど紅･若者の ｢生
きゴ_ら呈上旦生成
まず,｢オウム真理教｣と,かつて我が国を震掘
させた集団リンチ殺人事件を引き起こした連合赤軍
の共通点を探 り出すことで,前節であげた①の問題
について検討したい｡
連合赤軍に集い後に被害者となった ｢女性兵士｣
の悲劇を大塚は,次のように分析する｡｢彼女たち
(小島和子ら被害者女性 :執筆者注)は,大衆とし
ての女性たちが ｢わたし｣という輪郭を描き出す手
だてを 『思想』ではなく,『消費』に求めていく時
代-の過渡期にあって,その欲望に忠実であった故
に殺されたのである｡ 17)｣｢総括｣の名目でリン
チ ･殺人の指示を出した主犯格の永田洋子らも総じ
て,消費することで自己実現を可能とするサブカル
チャーにとらわれていたのであり,彼女らを隔てて
いたものは,サブカルチャー的尺度である ｢かわい
い｣をめぐる,統一の困難な思考と感覚の壁 (矛盾)
だったのだと,大塚は指摘する18)0
｢思想｣集団を内部から瓦解させ,或いはかつて
の学生運動の主体によって担われるサブカルチャー
は,80年代以降我が国おいて全面展開し,｢マルク
ス主義をはじめとする 『思想』が機能しなくなった
時代に,オカルトやニューアカ的な<知>,アニメ
やコミックがもたらした世界像といった ｢サブカル
チャー｣が,それを補うように代行する｡ 19)｣よう
になる｡
大塚は,オウム真理教男性幹部と自らを同一視す
ることでオウム真理教-<おたく>の連合赤軍と形
容するが,ここでは,彼が注目する女性幹部の生き
方から,現代の子ども･若者に共通する ｢生きづら
さ｣を掘り起こしてみたい｡確かに,彼女たちが生
きる世界では,『自分探し』が職業選択や商品購入
のキャッチコピーとなる時代であった｡しかしなが
ら ｢究極の布施｣による ｢宗教的自己実現｣を求めた
オウム真理教女性幹部たちは,消費社会における自由
からは疎外されてもなお,サブカルチャーに依拠する
ことでしか自己実現できない存在だったのである｡
このように見ると,オウム真理教という我が国に
独自な現象は,サブカルチャーが浸透する社会にお
いて,それを通して自己実現する困難さの二面性を
あわせもつものだったと総括できるのである｡
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第 3節二細 動薩と二子と
も_二_童生型暴力水準の低下
オウム真理教という1990年代の社会現象は,70
年代以降の我が国における暴力ー今のところ青年に
限定はされるが-と密接に結び付くだけでなく,現
在の子ども･青年の生き方をも象徴していると考え
られる｡この点に注目することで,本章第 1節②と
③の根拠について述べてみたい｡
｢オウムは 『性なき世界』としてこそ意味を持っ
ていたことは確認しておくべきだ｡20'｣このように
述べる大塚は,女性幹部が求めた ｢性からの解放｣
を ｢男性という他者の消去｣と特徴づける21ノ.この
心性は一見 ｢おたく｣文化を媒介とした自閉的集団
に固有なものであると考えられがちであるが,中西
は,｢変身願望｣を伴った ｢他者の観念的消失｣が
サブカルチャーを媒介してマス化 ･普遍化すること
こそを,オウム現象から読み取とるべきであると主
張する｡
｢連合赤軍事件｣の分析で用いた ｢かわいい｣,ま
たは ｢面白い｣ ･｢やさしい｣などサブカルチャー
によって一般化され大衆化されたものの割り切 り方
は,｢ことがらのリアリティと直面したときに生じ
る摩擦,葛藤,攻撃を回避できる2)｣枠組みとなる｡
これらの枠組みが,とりわけ人間関係において用い
られることによって,そこでの自他関係に二つの変
化を生じさせる｡
第一の変化は,｢他者の観念的消失｣であるLlす
なわち,｢かわいい｣という言葉で人間関係の円滑
さをつくりだしたり,えげつない下ネタを ｢おもし
ろさ｣として共有することによって,すぐ隣にいる
他者の実存的意味を当事者の内面から消去すること
を意味する｡人間関係における葛藤や対立を回避す
るマニュアル化されたこのような ｢気遣い｣は.親
しいもの同士の間柄でも若者を襲う ｢押しつけがま
しさ｣を中和させるからだO
さらに,存在としての他者や関係における ｢押し
つけがましさ｣から悩まされないためには,｢他者
に動かされることのない強い私の追求｣が必要とな
る｡オウム真理教においてマニュアル化されたいく
つかの ｢修行｣は,その結果到達するところのお手
軽な ｢変身｣によって,このような願望を容易に叶
えるものとして多くの若者に受け入れられうるもの
だったのである231｡
｢何になるのか,なれるのかわからない 『わたし』
はさしあたり他者に 『やさしく』しておくことが必
要であり,可能であった. 21)｣このように,中西に
よって分析される1980年代の 『よい子』たちの幸
福追求は,オウム真理教事件が発覚することで,
早
林よしのり)に代表される ｢弱きを見せぬように振
る舞う｣強さは,ここでさらに ｢徹底的に自分を殺
す｣暴力-と発展していくのである25㌧,
第3章 学校教育の現代的課題としての子ども･青
年の ｢暴力｣
塵_L節 重大重任複の対応に見るサブカルチャーの_
位置づけ
前章で取り上げた,サブカルチャーの影響は,近
年の子ども･青年の暴力事件においても注目を集め
ているC,このことは,末だ記憶に新しい ｢佐世保同
級生殺害事件｣の家庭裁判所決定要旨にも現れてい
る｡ここでは,｢女児が 『バ トルロワイヤル』など
ホラー小説に影響され,｢攻撃的な自我を肥大させ
ていた｣ことを事件の間接要因としたうえで,直接
には女児がA子さんとのあいだで交換ノー トやイン
ターネットをめぐるいさかいがあったことが本件の
動機だという｡これもまた外形的事実としては間違
いない26)｣と事件把握におけるサブカルチャーの位
置づけが指摘されている｡
また,佐世保市教育委員会の 『佐世保市立大久保
小学校児童殺人事件にかかわる調査報告書』(第二
次)の ｢緊急に取 り組みたい施策｣においては,
｢子どもたちの心の常態を的確に把握するシステム
の確立｣と｢子どもたちの心に届く道徳教育の推進｣
に並記する形で,｢インターネットモラル ･マナー
向上対策｣が打ち出されている27)｡本論の ｢はじめ
に｣で挙げたギムナジウム殺人事件後に暴力的なゲ
ームやビデオの発売禁止が話題となるドイツよりは
穏やかな記述ではあるが,インターネット上の子ど
も･青年向け文化を有害祝し,そこから子どもたち
を ｢隔離｣する対抗策であることにはかわりがない｡
しかしながら,このような緊急避難的な措置には,
二重の誤謬が含まれていると断言せざるを得ない｡
先ず第一に挙げられるものが,我が国におけるサブ
カルチャーがもつ子ども･青年文化に対する影響力
の強さの過小評価である｡仮にこの誤謬を正しなが
らも,なおかつ,サブカルチャーからの隔離を対抗i'`
策とすることは,第2の誤りを呼び込む｡すなわち,
それは,子ども･青年の暴力の根元的原因を,常に
学校教育の ｢外側｣でだけ解釈する誤りなのである｡
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学校教育における現代的課題としての ｢~暴力｣に関する一考察
乱ご飽__推力iJ』の1二ども二占L.iF-I)生活_吐脚における
_1kl化塾ノJq施用
すでに第2章第2節では,1970年代に発生した
青年たちの暴力事件が,1980年代以降わが国にお
いて拡大する消費文化社会の影響下にあったことを
述べた｡このように消費文化社会において,とりわ
け子ども･青年向けに生産 ･流通そして消費される
文化商品-サブカルチャーは,着実に彼らの生活世
界に影響を与えてきた｡
しかしながら,この特異な文化状況が先行世代か
ら注目されるようになるのは,1990年代後半以降
のことである｡この時期から,子ども･若者の生活
世界と文化の関連を検討してきた中西の主張では,
消費文化-サブカルチャーは,以下の三つの側面を
見誤ると理解 ･了解しにくいものである洲O
まず,第1の特徴は ｢大人｣の文化からの独自性
である｡呼称としては ｢サブ｣を冠せられているが,
例えば,子ども･青年に人気の週刊漫画雑誌の発行
部数や扱われているモチーフをなどを鑑みた場合,
その量と質は,おとなの ｢メイン｣カルチャーを凌
駕する｡また,今日においてこれら ｢日本独自｣の
文化ブランド例えばアニメなどは,貴重な輸出商品
にまでなっている｡危険な ｢おたく｣文化という偏
見を持たれがちではあるが,伝統文化と並んで我が
国の独自文化として発展しているところに第2の特
徴がある｡
最後に特徴として挙げなければならないことは,
このサブカルチャーが子ども･若者の ｢共通教養｣
となっていることである｡中西によれば,人付き合
いの上でマニュアルとしてサブカルチャーは ｢ひと
まずおさえておくべき｣ものであるが,また同時に,
自分らしさをつくる商品は.｢系｣が違えば相互に
理解し合えないほど多様化しているのである｡
このように見ると,子ども･若者向け文化に対し
て,佐世保事件で一定の対抗策を検討した世代をは
じめとする先行世代は,多かれ少なかれ ｢誤解｣を
持っていることが明らかになる｡｢サブカルチャー
の世界,つまり青少年にとっての常識の世界では,
大人 (親,教師)が無知で ｢子ども｣が ｢ものを知
っている｣という逆転現象という事態が大規模に生
じる｡学校現場の教職員が日々経験するこの関係は,
経験者が後継世代に知識や経験を伝えるという文化
の流れをくつがえす新しい事態なのである｡20J｣こ
のようなサブカルチャーの ｢威力｣が,欧米諸国よ
りも我が国においてはるかに強いと主張する中西の
指摘に我々は注意を払わなければならないのではな
いだろうか｡
盈且盟_皇投教育の空洞化の問鷹を塵iも遡上上こ
の子ども･青垂の暴力
本論で扱った ドイツにおける暴力解釈において,
マスメディアの影響は,ある程度妥当に評価されて
いる｡消費文化社会を形成するコマーシャリズムが
セックスと暴力の象徴的表現であり,このような単
純な刺激 (衝動)を繰り返すだけのテレビが,ここ
では暴力の根本要因のひとつとして取 り上げられ
る｡ポストモダン社会を前提とするドイツの議論に
おいて,したがって,｢とりわけコマーシャリズム
以来のテレビが暴力を繰り返し流布しているという
事実は,家族の社会化機能の弱まりないしは子ども
と青年の暴力的な社会化を一緒に見通さなければな
らない30)｣という指摘からは,暴力-の対抗策がメ
ディアの隔離として帰結することも予想される｡
しかしながら,対抗策までを含めた ｢暴力｣の解
釈枠組みをドイツと日本で比較した場合,このよう
な対抗策は,学校の外側に暴力の原因の所在を求め
ることにはかわりがない｡世界で希に見るほどサブ
カルチャーの威力が発展した我が国における暴力を
めぐる議論は,学校教育の在り方そのものを問う限
りにおいてドイツのそれよりも前進している｡
佐世保事件で加害者女児が影響を受けたとされる
『バ トルロワイヤル』の影響について,浜田は次の
ように述べているo｢いまの子どもにとって,学校
の場は<私が生きる>というその文字通りの意味
で,リアリティのある場になりえているのか｡佐世
保事件の女児が 『バ トル ･ロワイヤル』のバーチャ
ルな世界に囚われ,攻撃的な自我を肥大させたのだ
とすれば,それは彼女にとって学校の場が 『バ ト
ル ･ロワイヤル』と同等のバーチャルな場でしかな
かったことを物語っていないだろうか｡あるいは,
そこまで言わないまでも,学校がバーチャルな世界
に対抗できるだけのリアリティをもちえていなかっ
たのではないか｡弓1'｣
オウム真理教に傾倒した若者たちが ｢他者の観念
的消失｣と ｢変身願望｣を求めたことを,上述の指
摘は連想させる｡マニュアル化された ｢修行｣にこ
の二つを求めた彼らと同様に,加害女児もまた,大
人から期待される80年代までの成功者としてのラ
イフコースからの解放を願い,また競争主義社会を
相対化するといった二重の意味で,子ども･青年を
解放するサブカルチャーに魅せられていったのだ｡
しかしながら,実際には他者との接触を回避でき
ない現実に対して,｢弱みを見せないように振る舞
う強さ｣を求めた結果は,『バ トルロワイヤル』の
世界に自らをキャラクター化するものでしかなかっ
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尾島
た｡｢自分の感情すら自分自身のものとは実感でき
ない32)｣程,自分自身を ｢殺す｣行為,すなわち
｢脱主体化｣現象が,実際に小学校の教育現場にま
で拡大していることを,この事件は物語っているの
である｡
あわりに一本論における到達点と今後の課題
｢私は,余 り者も嫌だけど,グループはもっと嫌
だ｡できた瞬間から繕わなければいけない,不毛な
ものだから｡中学校の頃,話に詰まって目を泳がせ
て,つまらない話題にしがみついて,そしてなんと
か盛 り上げようと,けたたましく笑い声をあげてい
る時なんかは,授業の中休みの十分間が永遠に思え
た｡ 33'｣綿谷りさが小説の中で措く教室風景は,多
くの若者に共感をえるものである｡ここで醸成され
る他者と自己との関係に,学校外の消費文化社会の
影響が重なることで,我が国における子ども･青年
の暴力は,拡大を範囲し水準を低下させている｡
このように考えると,子ども･青年の暴力は,ド
イツにおける解釈で見られるような予防 ･防止可能
な ｢対象｣としてではなく,学校教育において生じ
る不可避な ｢前提｣として把握されるべきである｡
学校教育における現代的な課題の克服には,拡大す
る消費文化社会との関係において,｢主体｣の場と
しての学校教育の新たなイメージを構築する必要が
あろう｡
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